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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

吹田市公共交通維持・改善計画の事業･目標（案）

課題

事業1 公共交通サービスの維持・向上 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

事業2 運行情報の提供 〇 〇 〇 〇 ◎

事業3 利用パターンの提案 〇 〇 〇 ◎ ◎

事業4 安全な公共交通事業の推進 〇 〇 〇 〇 ◎

事業5 バス路線の見直し 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

事業6 交通結節点の機能向上 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

事業7 地域コミュニティ交通の創出 〇 〇 ◎ 〇 〇

事業8 公共交通の魅力の発信 〇 〇 〇

事業9 担い手の確保 〇

事業10 次世代交通システムの積極導入 〇 〇 〇 〇 〇

◎直接的に関係する事業目標　　　〇：間接的に関係する事業目標
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基 本 理 念 目標6 目標7 目標8目標1 目標2 目標3 目標4 目標5

あらゆる都市モビリティが一体的に機能するとともに

　　　　 多様な手段と連携した将来に向けた公共交通

基

本

方

針

1

基

本

方

針

2

基

本

方

針

3

公共交通サービスの

維持・充実と

ＰＲによる利用促進

市民・利用者に寄り添う

利便性の高い公共交通

ネットワークの形成

共に支え、将来に向けた

持続可能な仕組みづくり

①
利便性向上による

バスの利用促進

②
高齢者等の

モビリティの確保

③
都市・地域拠点の

機能向上

④
公共交通に関する

情報提供の充実

⑤ 交通ICTの活用
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業内容（案）－ 事業1～2 －
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業内容（案）－ 事業3～4 －
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業内容（案）－ 事業5～6 －
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業内容（案）－ 事業7～8 －
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業内容（案）－ 事業9～10 －
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

目標･評価指標（案）－ 目標1～4 －

鉄道利用者数 鉄道利用者数

※評価年の前年度の年間利用者数を指標とする。（年度中に年間利用者数が確定しないため）

鉄道利用者数

バス利用者数 バス利用者数

※評価年の前年度の年間利用者数を指標とする。（年度中に年間利用者数が確定しないため）

バス利用者数

・鉄道の年間利用者数を指標とします。

・現況値は、2020年からの新型コロナウイルス感染症による利用者減少の状況を踏

 まえ、2019年度の統計値とし、5年目標値は現況以上まで回復させることを想定しています。

・10年目の目標値は調整中。

・毎年の統計値により評価します。

現況（2019年度）

14,297万人/年

目標（2026年度）

現状以上 万人/年

 基本理念と基本方針に基づき、吹田市公共交通維持・改善計画の「目標」と関連する「評価指標」を

設定します。評価指標は、指標ごとに目標値を設定し、毎年のモニタリングを通じて、達成状況を評価

します。

目標（2031年度）

 調整中  万人/年

目標（2031年度）

  整理中  万人/年

・バスの年間利用者数を指標とします。

・現況値は、2020年からの新型コロナウイルス感染症による利用者減少の状況を踏

 まえ、2019年度の統計値とし、5年目標値は現況以上まで回復させることを想定しています。

・10年目の目標値は整理中。

・毎年の統計値により評価します。

現況（2019年度） 目標（2026年度）

2,168万人/年 現状以上 万人/年

目標１：鉄道の利用者数の向上

目標２：バスの利用者数の向上

転入者数 転入者数

転出者数 転出者数

※評価年の前年度の転入者数を指標とする。（年度中に転入者数が確定しないため）

転入者数

転出者数

公共交通による人口カバー率 公共交通による人口カバー率

公共交通による人口カバー率

・公共交通による人口カバー率を指標とします。

・現況値は鉄道駅・バス停勢圏図から算出した人口カバー率とし、5年目（見直し）目標および10年目目標は現状維持と

 します。

・毎年人口カバー率を確認し、評価します。

   整理中 人/年

現況（2020年度） 目標（2026年度）

22,214人/年    整理中 人/年

目標（2031年度）

・吹田市の年間の転入転出者数を指標とします。

・現況値は、2020年度の統計値とし、目標値は整理中。

・毎年の統計値により評価します。

目標（2031年度）

現状維持 ％

現況（2020年度） 目標（2026年度）

整理中 ％ 現状維持 ％

19,705人/年    整理中 人/年

   整理中 人/年

目標３：市内外の転入転出者数の向上

目標４：公共交通ネットワークの構築
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

目標･評価指標（案）－ 目標5～8 －

自転車駐車場利用率 自転車駐車場利用率

※評価年の前年度の自転車駐車場利用率を指標とする。（年度中に自転車駐車場利用率が確定しないため）

自転車駐車場利用率

乗換え動線のバリアフリー整備箇所数 乗換え動線のバリアフリー整備箇所数

バス停環境整備箇所数 バス停環境整備箇所数

乗換え動線のバリアフリー整

備箇所数

バス停環境整備箇所数

・駅からバス停までの乗換え動線のバリアフリー整備箇所数、バス停環境整備箇所数を指標とします。

・現況値は、乗換え動線のバリアフリー整備箇所数、バス事業者へのヒヤリングによるバス停環境整備箇所数とします。

・目標値は整理中。

・毎年の実績値により評価します。

・市内の自転車駐車場の利用率を指標とします。

・現況値および目標値は整理中。

・毎年の実績値により評価します。

目標（2031年度）

整理中 ％

現況（2021年度） 目標（2026年度）

整理中 ％ 整理中 ％

現況（2021年度） 目標（2026年度）

21箇所 整理中 箇所以上

目標（2031年度）

138箇所 整理中 箇所以上

    整理中 箇所以上

    整理中 箇所以上

目標５：交通結節点の機能の向上

目標６：利用環境の快適性の向上

外出頻度 外出頻度

公共交通の分担率 公共交通の分担率

※パーソントリップ調査による整理を想定

外出頻度

公共交通の分担率

公共交通の満足度 公共交通の満足度

公共交通の満足度

目標（2031年度）

整理中 ％

整理中 % 整理中 ％

・市⺠の外出頻度・公共交通の分担率を指標とします。

・外出頻度の現況値は、令和元年度に実施した基礎調査結果とし、毎年のアンケート調査の実施により評価します。

・目標値は整理中。

・公共交通の分担率はパーソントリップ調査による整理を想定し、評価方法および目標値は整理中。

現況（2019年度） 目標（2026年度）

60% 整理中 ％

整理中 ％

・市⺠の公共交通に対する満⾜度を指標とします。

・現況値は、令和元年度に実施した基礎調査結果とします。

・目標値については整理中。

・毎年のアンケート調査の実施により評価します。

現況（2019年度） 目標（2026年度）

42% 整理中 ％以上

目標（2031年度）

整理中 ％以上

目標７：公共交通による外出頻度の増加

目標８：公共交通の満⾜度
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「第２回 吹田市 地域公共交通協議会」 吹田市 土木部 総務交通室

事業メニュースケジュール（案）
見直し

：継続 　　　：新規 ：見直し後 5年 10年

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

継続

継続

検討・協議・実施

継続

継続

検討・導入 実施

検討・導入 実施

検討・導入 実施

継続

実施（市の協 力ＰＲ）

検討・導入 実施

継続

継続

検討・導入 実施

継続的に検討を行い、調整ができた時点で実施

継続

継続的に検討を行い、調整ができた時点で実施

事業7
導入スキーム検討 状況を踏まえ、継続的に導入検討

継続

継続的に検討を行い、調整ができた時点で実施

継続

実施（市の協 力ＰＲ）

継続

実施
事業10

各事業者の取り組みを吹田市ＨＰに掲載、観光部局との協力・連携

各事業者の取り組みを吹田市ＨＰに掲載

教育機関との連携（モビリティマネジメント）

各企業における人材育成、技術継承等の取組みの継続

交通需要と供給のバランスに応じた運行の検討

事業8

車両のバリアフリー化

バス停環境の改善

交通事業者各社の利便性向上、良好な乗車環境確保等に向けた取組み

広報誌、公共交通マップによる情報提供

リアルタイムな運行情報提供　近接情報検索の継続

事業1

事業6

交通事業者各社の安全運転等に関する取り組み

事業2

交通事業者各社のMaas、自動運転等の取組みの継続

地域主体の交通手段の導入のしくみ検討

Webサイト、イベント開催、ファンクラブ、啓発グッズ制作

自転車駐車場の整備推進

乗換え動線のバリアフリー化

乗継ぎ案内情報の充実

自転車駐車場情報の空き状況の発信

シェアサイクルの拡充

事業3

将来の公共交通ネットワークの形成及び拠点整備に

合わせたバス路線の見直し（都計道、区画整理に合わせた路線検討）

事業5

コミュニティバスへのデジタルサイネージの導入

事業9

高齢者自動車運転免許証の返納者向けのサービス

学生（小・中学生）に向けた運賃補助

交通事業者各社の取り組みを吹田市ＨＰに掲載

事業4

事業内容
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